
                   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

2016 年 4 月 18日 
№566 
長野地区労働組合総連合（長野労連） 
〒380-0838 長野市県町 593 高校教育会館１Ｆ 

ＴＥＬ０２６-２３５-８２０２/ＦＡＸ２３２-１６９８ 

http://homepage3.nifty.com/n-roren/ 

◆残業時間の上限を定めよ 

◆最賃底上げグローバルアクショ

ン 

◆みんなでつくろう！メーデー 
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◆世界的に見ても、日本の長時間労働は異常です。( ◓ꜝ

ⱨ )その結果、過労死や、過労自殺は深刻な実態です。

( ◓ꜝⱨ  

◆安倍首相は、長時間労働を是正するとし、そのために労

働基準法の｢三六（さぶろく）協定｣の再検討を表明しまし

た。労働基準法は、労働時間を週 40 時間、1 日 8 時間と

定めています。しかし、労使が協定し労働基準監督署に届

け出れば、その時間を超えて残業させることができます。

それを定めているのが｢三六協定｣です。しかし、｢特別条

項｣(突発的な事態への対処など)があるために、事実上無

制限となっています。( 2014 ╟╡)  

◆長時間労働を是正するというならば、まず、国会に提出

されている｢残業代ゼロ法案｣を撤回すべきです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

˾ȟɶʳʾʖʱɨɵɽʭʹ 

ζ˾ș̊ע1000  

◆第 87 回メーデーの準備が進んでいます。実行委員

会は 5回実施し、あと 1回を残すのみとなりました。 

◆ は、メーデー会場のステージに掲げる、横 9

メートル縦約 3メートルの横断幕(未来を守れ)の、色

塗り作業の様子です。(4/16、11 人で実施) 

◆今年のメーデーメイン企画のテーマは、｢貧困と格

差をなくし、戦争法廃止で日本の未来を守ろう｣です。 

日本の未来を守るために、みんなで政治を動かそうで

はありませんか。 

ɨʚʾʱ ȸ ȑɟ 

190  300  
 

◆各組織・団体で進めている、会場に飾る｢ア

ピール旗｣が、現在 190 枚提出されています。 

◆メーデー会場であるひまわり公園のステー

ジ正面、中央通路両側に、300 枚以上のアピ

ール旗を飾る予定です。 
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4 月 15 日（金）18 時から長野駅前において、長野県労連・長

野労連等の参加者 14 人が、「最低賃金どこでもだれでも 1000

円以上」を訴えたチラシを配布し、宣伝行動を行いました。 

この行動は、世界中で同日とりくまれた、ファーストフード

労働者の時給増や最低賃金底上げを求めるグローバルアクショ

ンに連帯して行ったものです。専門学校に通う学生などが、｢賃

金が低いと将来が心配｣と、みんなで署名してくれました。 

最賃引き上げのために、私たちも署名を集めましょう。 


